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作業者の方へお願い！！

作業が終了しましたら、本取り扱い説明書は必ずお客様に返却して下さい。

作業にとりかかる前に必ず下記の点を点検して下さい。

■純正のホースやバンドなどの部品に変形、割れ、ひび等の劣化が生じていたら

純正品の新品に交換して下さい。

■再使用する純正品のガスケット類も十分に点検して、不具合のある場合は純正品の

新品に交換して下さい。

警　告

装着作業は専門の整備工場などに依頼して下さい。

★本文中の純正品とは自動車メーカーの標準装着品の意味です。

お願い ホース及びクランプは無理矢理取り外さないで下さい。純正部品が破損する恐

れがあります。
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（１）図のように、ブローオフバルブ本体 にガスケット、アタッチメントパイプ、ス

テ－を付属のＭ６キャップボルトで仮止めしてください。

（２）エアリサキュレーションバルブ上側に

付いていたバキュームチューブをたどっ

た先にある３ＷＡＹニップルからバキュ

ームチューブをはずし、付属の３φゴム

キャップをはめ、タイラップで締め付け

てください。
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（写真はＫＩＴ品と異なります。）

（３）（２）のバキュームチューブが遊ばない

ようタイラップで固定をするか、取り除

いてください。

（４）インタークーラーを取りはずしと逆の

手順で取り付けてください。その際、左　

図の位置（インタークーラーステー下側）

に左図のような感じでステーがきますの

でボルトを閉めないでください。インタ　

ークーラーステー上側のボルトは仮止め　

にしておいてください。
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（５）ブローオフバルブ本体のニップルに付属

の　　φ６ゴムホースを　　クランプφ６

用で取り付け、エアリサキュレーション

バルブ下側のバキュームチューブを　　

φ６ゴムホースを適度な長さにカットし、

４φ－６φストレートジョイントを

使って左図のように取り付けてください。

（バキュームチューブ側は純正クランプ　

を使用してください。）
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（６）図１を参考に純正のエアリサキュレーションバルブに付いていたホースをアタッチメント

パイプに差込、クランプφ 用で仮止めしてください。（４）の位置にステーを取り付け、

純正ボルトで仮止めしてください。ブローオフバルブ本体がボディーに干渉しない位置で

固定し、仮止めだったボルト、クランプを締め付け固定してください。ＳＵＳパワーファ

ンネルを装着する場合は図２を参考にブローオフバルブ本体をボディーに干渉しないよう

回転させ取り付けてください。

図１ 図２

（７）左図を参考にサクションホースにサク

ションプラグφ２２を差込、クランプ

φ２２用で締め付けてください。

（８）バキュームチューブは、タイラップで

固定してください。

バキュームチューブ
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